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注１．mul/mulu 命令で、第 3オペランド(reg3)に r0 を使用した場合、または、第 2オペランド(reg2)

と第 3オペランド(reg3)に同じレジスタを使用した場合 

mul reg1, reg2, reg3 (reg3=r0 または reg2=reg3) 

mul imm9, reg2, reg3 (reg3=r0 または reg2=reg3) 

mulu reg1, reg2, reg3 (reg3=r0 または reg2=reg3) 

mulu imm9, reg2, reg3 (reg3=r0 または reg2=reg3) 

reg2=reg3 の命令は C言語で記載した場合、CA850 では出力されません 

注２．(3)の乗算命令と(4)のロード命令の間に入る他の命令の実行クロック数が、２クロック以下の

場合に該当。 

 

ただし、次のいずれかに当てはまる場合には非該当になります。 
・ 内蔵 RAM を転送対象とした DMA を使用していない場合 
・ (1)のロード命令の読み出し結果を(2)のロード命令のアドレス指定に使用する場合 
・ (2)のロード命令の読み出し結果を(3)の乗算命令のソース・データとして使用する場合 
・ (3)の乗算命令の演算結果を(4)のロード命令のアドレス指定に使用する場合 
・ (3)の演算結果を、(3)と(4)の間に入る他の命令で、ソース・データとして使用する場合 
・ (3)と(4)の間に次の命令のいずれかがある場合 

 乗算命令（mul, mulh, mulhi, mulu） 
 ビット操作命令（clr1, not1, set1, tst1） 
 特殊命令の一部（callt, dispose, switch） 

・ (4)のロード命令がバイト・アクセスのロード命令（ld.b, ld.bu, sld.b, sld.bu）の場合 
・ 外部メモリ、または内蔵 RAM で(1)～(4)の命令列を実行する場合 

 

【パターン２】 

以下のシーケンスで、(1)命令のアクセスの終了タイミングと、(2)命令の内蔵 RAM へのアクセス・

タイミングが重なった場合 

(1) ld /sld : 外部メモリに対するロード命令 

     | : [注１] 

(2) ld /sld : 内蔵 RAM に対するロード命令 

(3) mul /mulu : ワード・データの乗算命令で、結果が 32bit だけ残るもの[注２] 

     | : [注３] 

(4) ld /sld : 内蔵 ROM、または内蔵 RAM に対するミス・アライン・アクセスのロード命令 

 

注１．(1)のロード命令と(2)のロード命令の間に他の命令が入り、(1)命令のアクセスの終了タイミン

グと、(2)命令の内蔵 RAM へのアクセス・タイミングが重なった場合に該当。 

注２．mul/mulu 命令で、第 3オペランド(reg3)に r0 を使用した場合、または、第 2オペランド(reg2)

と第 3オペランド(reg3)に同じレジスタを使用した場合 

mul reg1, reg2, reg3 (reg3=r0 または reg2=reg3) 

mul imm9, reg2, reg3 (reg3=r0 または reg2=reg3) 

mulu reg1, reg2, reg3 (reg3=r0 または reg2=reg3) 

mulu imm9, reg2, reg3 (reg3=r0 または reg2=reg3) 

reg2=reg3 の命令は C言語で記載した場合、CA850 では出力されません 

注３．(3)の乗算命令と(4)のロード命令の間に入る他の命令の実行クロック数が、２クロック以下の場

合に該当。 
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ただし、次のいずれかに当てはまる場合には非該当になります。 
・ 外部バスを使用していない場合 
・ (1)のロード命令の読み出し結果を(2)のロード命令のアドレス指定に使用する場合 
・ (1)のロード命令の読み出し結果を(1)と(2)の間に入る他の命令のソース・データとして使用す
る場合 

・ (2)のロード命令の読み出し結果を(3)の乗算命令のソース・データとして使用する場合 
・ (3)の乗算命令の演算結果を(4)のロード命令のアドレス指定に使用する場合 
・ (3)の演算結果を、(3)と(4)の間に入る他の命令で、ソース・データとして使用する場合 
・ (3)と(4)の間に次の命令のいずれかがある場合 

 乗算命令（mul, mulh, mulhi, mulu） 
 ビット操作命令（clr1, not1, set1, tst1） 
 特殊命令の一部（callt, dispose, switch） 

・ (4)のロード命令がバイト・アクセスのロード命令（ld.b, ld.bu, sld.b, sld.bu）の場合 
・ 外部メモリ、または内蔵 RAM で(1)～(4)の命令列を実行する場合 

 
 
○ 回避策 
【開発中、または今後開発予定のシステムへの対応について】 

ＣＰＵ機能に関する使用制限事項としてマイコンは修正せず、コンパイラにより該当命令の生成を自

動的に抑制するように致します。ただし、アセンブラで記述され、抑制できない命令にはメッセージ

を出力します。具体的な提供方法は、ご使用のコンパイラ毎に以下の通りとなります。 

その他のコンパイラをご使用の場合は弊社販売員、または特約店を通じてご相談ください。 

 

弊社製コンパイラ：ＣＡ８５０の場合 

現在の最新バージョンに対策機能を追加し、CA850 をバージョンアップして提供させていただきま

す。 

コンパイラ CA850 を含む製品の、ソフトウエア・パッケージ SP850、C コンパイラ・パッケージ CA850

と、統合開発環境 CubeSuite につきまして、対策品コンパイラ CA850 のバージョンとリリース時期を

次に示します。 

 

製品名 CA850 最新

バージョン 

CA850 対策

バージョン 

言語 リリース 

時期 

入手方法 

日本語 2009/11/9 SP850 

CA850 

V3.40 V3.42 

英語 2009/11/9 

バージョンアップ・サービス※

からダウンロード 

日本語 2009/11/9 CubeSuite V3.41 V3.43 

英語 2009/11/9 

CubeSuite アップデート・マネー

ジャでダウンロード 

 

※バージョンアップ・サービスの URL 

http://www.necel.com/micro/ja/ods/index.html → バージョンアップ・サービス （Japanese） 

http://www.necel.com/micro/en/ods/index.html → Version-up Service （English） 

 

・ＧＨＳ製コンパイラ：ＣＣ８５０の場合 

お手数ですが、販売代理店（アドバンスド・データ・コントロールズ社）にお問い合わせください。 
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【開発済みシステムへの対応について】 

添付の該非判定チェック・シート（別紙２）の手順に沿って、問題発生条件の該非判定を行ってくだ

さい。 
 

【組み込み用ソフトウエア製品の該非確認について】 
弊社製リアルタイムＯＳ、ならびにミドルウエアの該非確認状況を以下に示します。 
 
リアルタイムＯＳ 
 ＲＸ８５０   ：非該当 
 ＲＸ８５０Ｐｒｏ：非該当 
 ＲＸ８５０Ｖ４ ：非該当 
 
ミドルウエア 
 高速浮動小数点ライブラリ（ＧＯＦＡＳＴ） ：非該当 
 ＪＰＥＧ                 ：非該当 
 
上記以外の製品については、弊社販売員または特約店を通じて、個別にお問い合わせください。

また、サード・パーティ製品につきましては、各製品の供給元に個別にご相談願います。 
 

○ 改善計画 
デバイスは修正せず、恒久的な制限事項とさせていただきます。 
最新のコンパイラにより回避をお願いします。 
 

3. 制限事項を回避するために必要な開発環境 
制限事項 No.1 を回避するためには、以下の開発環境をお使いください。 

・ 弊社製コンパイラ CA850 V3.42以降 
なお上記コンパイラを使用することで、旧バージョンのコンパイラでの出力結果と異なる場合

がありますので、注意願います。 

 
・ GHS製コンパイラ CC850 

GHS製コンパイラにつきましては、販売代理店（アドバンスド・データ・コントロールズ社）

にお問い合わせください。 
 

・ 上記以外の開発ツールをご使用のお客様は弊社販売員または特約店にお問い合わせください。 

 
4. 発行文書履歴 
 

文書番号 発行日 記事 

ZBG-CC-09-0035（初版） 2009.11. 9 初版  No.1 

以上
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Ｖ８５０ＥＳ／Ｊｘ３－Ｌ 制限事項一覧 
 
連
番 

制限事項 愛称 該当製品名 該非 制限事項を回避する 
開発環境一覧 

(カテゴリ・品名・バージョン)

μPD70F3735 △ JF3-L 
μPD70F3736 △ 
μPD70F3737 △ 

１ mul/mulu命令に関する制限事項 

JG3-L 
μPD70F3738 △ 

コンパイラ・CA850・
V3.42以降 

 
備考）該非欄の記号はそれぞれ以下の意味を示します。 
－：制限事項対象外 
○：制限事項修正済み 
×：制限事項対象（修正予定） 
△：制限事項対象（修正予定なし） 
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No.1 mul/mulu命令に関する制限事項 チェック・シート 
 
(1) 該非判定チェック・シート（一次判定用） 

ご使用製品の使用条件が制限事項に該当するかの確認をお願いします。使用条件が該当する場合には、二次判定に

進んでください。使用条件が該当しない場合、制限事項には非該当です。以降の判定は必要ありません。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

■ 使用条件の確認 
次の（１）、（２）の条件に１つでも“Ｙｅｓ”がある場合、制限事項に該当する可能性があります。全

ての条件が“Ｎｏ”であれば、制限事項に非該当です。 

 
 （１）内蔵ＲＡＭをデータの転送先、または転送元とした、ＤＭＡ機能を使用している。 

       □ Ｙｅｓ    □ Ｎｏ 

  
 （２）外部バス・インタフェースを使用している。 

       □ Ｙｅｓ    □ Ｎｏ 
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(2) 該非判定チェック・シート（二次判定用） 
 下記のフローに従って、「非該当」あるいは「チェックツールによる三次判定へ」、の判定（二次判定）をお願いします。
三次判定のチェックツール（説明書付き）は、下記サイトよりダウンロードできるようにしておりますので、ご参照くだ
さい。 

URL: http://www.necel.com/micro/ja/freesoft/v850/check_02.html 
 

判定開始

ソースプログラム
があり、コンパイラが
CA850またはGHS

である

アセンブラ記
述がある

アセンブラソースと
Cソースの両方を

チェックしてください。

コンパイラがCA850
（NEC-EL製）である

★Cのソースチェック

□
Yes

チェックツール
による三次判定へ

アセンブラの
ソースチェック

ソースプログラム
中にmul/mulu命
令を使用している

□No

□
No

コンパイル時に
構造体をパッキ
ングする指定

(注1)をしている。

□
Yes

□No

非該当
□Yes

アセンブルリストを使い、
チェックツールによる
判定を行って下さい。
チェックツール実行時
には”-Missalign=Y”を
オプションに指定してく
ださい。

コンパイル時に
構造体をパッキ
ングする指定(注
2)をしている。

□No

非該当

□No

非該当

□No

□Yes

HEXオブジェクトを使い、
チェックツールによる判定
を行って下さい。
チェックツール実行時に
は”-Missalign=Y”をオプ
ションに指定してください。
また、前記★以降のCソー
スに対するチェックも忘れ
ずにお願いします。

前記★以降のCソ
ースについての確
認をお願いします。
両方が非該当の場
合、非該当です。

チェックツール
による三次判定へ

チェックツール
による三次判定へ

□Yes

(GHS)

Cソースでミスアライ
ンアクセスを意図的
に行っているか？

(注3)

チェックツール
による三次判定へ

□
Yes

□No

注1：CA850コンパイラ使用時
以下のいずれかの場合、該当の可能性があります。

１．ソースプログラム中の#pragma記述で、
#pragma pack(1)  または #pragma pack(2)

の記述がある。

２．コンパイル時のオプションで
-Xpack=1  または -Xpack=2 のいずれかを

使用している。

注2：GHSコンパイラ使用時
以下のいずれかの場合、該当の可能性があります。

１．ソースプログラム中の#pragma記述で、
#pragma pack(1) または #pragma pack(2) の
記述があり、

かつ、
コンパイル時のオプションで-misalign_pack を
使用している。

２．コンパイル時のオプションで
-pack=1 または -pack=2 を使用し、

かつ、
-misalign_pack を使用している。

(CA850)

□Yes

注3：以下の例の様に、charへのポインタ
をintへのポインタにキャストして、intを参
照しているような場合にミスアラインアク
セスを行う可能性があります。

func()
{

char  *ptr_char=“abcdef” ;
int data, *ptr_int ;

ptr_int= (int *) (ptr_char+2);
data = *ptr_int;

}

アセンブルリストを使い、
チェックツールによる
判定を行って下さい。
チェックツール実行時
には”-Missalign=Y”を
オプションに指定してく
ださい。

HEXオブジェクトを使い、
チェックツールによる
判定を行って下さい。
チェックツール実行時
には”-Missalign=Y”を
オプションに指定してく
ださい。

 
 


